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進級、入学おめでとうございます 

                                                  
校 長 花房 康之

 

 在校生の保護者の皆様、新入生の保護者の皆様、進級、入学、おめでとうございます。 

４月６日（木）に令和５年度、１学期の始業式を迎え、新３年生、新２年生は、大きな事故や事件に巻

き込まれることなく、新たな決意を胸に元気に登校してきました。前年度の修了式で願った、「自分の命、

他人の命を大切にし、決して命を落としてはならぬ。」を誰しもがやり遂げ、無事に令和５年度をスター

トさせることができたことに感謝いたします。マスク

の着用が求められなくはなりましたが、まだまだ

with コロナの生活が続きます。今年度も新型コロナ

ウイルスへの感染防止対応や教育活動へのご理解と

ご協力をよろしくお願いいたします。 

４月７日（金）、風が強い天候ではありましたが、

第７７回入学式を挙行することができました。１３７

名の新入生を迎え入れ、３年生４学級、２年生４学級、１年生４学級、総生徒数４０９名のスタートとな

りました。参列した３年生と２年生の代表の様子に、大きな成長を感じることができました。   

入学式での校長式辞を掲載いたします。 

『色とりどりの草花が、強い風に負けじと咲き誇る春爛漫の佳き日に、久留米中学校第７７回入学式が

挙行できますこと、教職員一同、心より感謝申し上げます。また本日は教育委員会より、教育長職務代理

者の宮下英雄様をはじめ、小学校の校長先生、学校評議員の皆様にご臨席いただき、誠にありがとうござ

います。 

さて、新入生の皆さん、入学おめでとうございます。皆さんの入学を私たち教職員及び在校生は心より

歓迎いたします。先ほどの呼名では中学校生活への意気込みが表れた、力強い立派な返事を聞くことがで

き、安堵とともに頼もしさが伝わってまいりました。皆さんの入学にあたり、本校の教育目標についてお

話をしたいと思います。 

本校の教育目標は、 ・知性を高める    ・心を豊かにする   ・体を鍛える  



と三つの目標が掲げられています。 

一つめの「知性を高める」は、学校は様々な活動や体験を通し、同級生や先輩たち、教員と関わる中で

知識を得るとともに考え、悩み、判断しながら心身を成長させる大切な場です。人から何でも「教えても

らう」という受け身の姿勢ではなく、「自ら進んで学び、考え、判断し、実行する」という主体的な姿勢

へと意識を変えてください。指示を待っていたり、言われたからやるのでは、真の成長や深い理解、確実

な定着は望めません。これまでの自分を一歩前進させ、失敗を恐れず、新たな活動に挑戦することを大い

に期待しています。 

二つめは「心を豊かにする」、これは、自分はもちろん他者を理解し、大切にできる、健全な人間関係

を築ける生徒になって欲しいとの強い願いです。そのためには、皆さんと関わる周囲の人たちの良い所を

たくさん見つけ、理解する努力をしてください。意識して生活していれば一人一人のたくさんのよい所が

見つけられます。この意識と努力が自分を成長させ、人を思いやる心が育ち、温かな人間関係が構築で

き、豊かな心が育まれます。上級生とともに、人を思いやり、いじめのない楽しい久留米中学校を築いて

いくことを強く願っています。 

三つめの「体を鍛える」、これは、心と体は密接に関係しています。健康な心と体は生活の重要な基礎

となります。健康な体づくりの基本は、早寝、早起き、三度の食事と体力に合った運動です。規則正しい

生活をし、バランスよく食事をとり、体をしっかりと動かし鍛えることです。体を動かすことは、心の健

康や学習意欲の向上と深くつながっています。若いうちに大いに体を鍛えて欲しいと願っています。今

後、学校生活を送るうえで教育目標の三つを十分に意識してください。 

最後になりましたが、新入生の保護者の皆様、お

子様のご入学、心よりお祝い申し上げます。教職員

一同、生徒一人一人を愛情深く、しっかりと教育し、

成長を支援してまいります。しかし、これは学校だ

けでできることではありません。家庭と学校、地域

が協力し合うことが何よりも大切なことです。これ

からの皆様のご支援、ご協力をよろしくお願い致し

ます。』 


